
１
一
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
開
催
と
そ
の
効
果

①
―
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
特
色

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
特
色
と
し
て
は
、
（
ア
）
医
学
・

医
療
関
係
の
学
会
で
あ
り
特
種
な
感
染
症
対
策
に
関

す
る
会
議
で
あ
る
こ
と
、
（
イ
）
患
者
・
感
染
者
及
び
そ

の
支
援
者
・
団
体
が
活
動
す
る
場
で
あ
る
こ
と
、
（
ウ
）

会
議
、
展
示
と
も
非
常
に
巨
大
な
規
模
で
あ
る
こ
と
、

（
エ
）
世
界
的
に
（
先
進
国
、
途
上
国
と
も
に
）
関
心
が

高
い
（
日
本
を
例
外
と
す
る
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
開
催
地
住
民
の
不
安
感
、
反
発
も
概
し
て

大
き
く
、
国
の
事
業
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
開
催
都

市
の
信
用
度
、
受
け
入
れ
態
勢
の
問
題
が
大
き
く
問

わ
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
特
色
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
少
な
く
と
も
こ
れ
が
当
時
の
事
務
局
と
し
て
の

横
浜
市
の
役
割
の
中
で
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
。

②
―
開
催
前
の
活
動

　
結
果
的
に
、
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
、
歓
迎
体
制

づ
く
り
と
も
す
べ
て
手
作
り
の
様
相
が
強
か
っ
た
。

　
ま
ず
、
庁
内
に
は
担
当
助
役
を
本
部
長
に
関
係
各

局
区
長
等
か
ら
成
る
「
第
十
回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
支

援
推
進
本
部
」
の
他
、
医
療
対
策
推
進
委
員
会
、
歓

迎
行
事
実
行
委
員
会
、
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
実
行
委
員
会
・
同
企
画
小
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　
ま
た
、
エ
イ
ズ
に
関
し
て
は
、
死
の
病
と
い
う
こ

と
、
カ
ポ
ジ
肉
腫
等
の
症
状
が
出
る
と
宣
伝
さ
れ
た

こ
と
等
か
ら
非
常
に
拒
否
感
が
強
く
、
ど
の
国
で
も

最
初
か
ら
人
権
問
題
が
絡
ん
で
い
た
た
め
、
早
い
時

期
か
ら
市
民
局
の
連
絡
調
整
担
当
と
相
談
し
、
人
権

問
題
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
が
、
連
絡
調
整
担
当
、
同
和
対
策
室
と

の
連
携
体
制
で
処
理
に
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
態

も
起
こ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
一
つ
と
し
て
大

変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
も
う
一
つ
こ
の
国
際
会
議
を
特
徴
づ
け
る
も
の
に

医
療
対
応
が
あ
る
。
患
者
・
感
染
者
も
多
数
参
加
す

る
た
め
、
通
常
よ
り
は
る
か
に
規
模
の
大
き
な
救
護

所
の
ほ
か
、
患
者
・
感
染
者
用
の
ケ
ア
ル
ー
ム
ー
ラ

ウ
ン
ジ
や
、
県
下
を
含
め
た
エ
イ
ズ
の
救
急
体
制
も

つ
く
ら
れ
、
歯
科
の
救
護
体
制
も
用
意
さ
れ
た
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
注
１
）
活
動
家
の
患
者
・

感
染
者
を
中
心
に
対
応
す
る
救
護
・
休
憩
施
設
で
あ

り
、
こ
こ
で
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
商
工
会
議
所

か
ら
支
援
が
あ
り
大
変
感
謝
さ
れ
た
。
商
工
会
議
所

に
は
早
く
か
ら
エ
イ
ズ
対
策
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

市
の
エ
イ
ズ
対
策
推
進
協
議
会
へ
の
参
加
を
始
め
、

様
々
な
支
援
、
協
力
が
あ
り
、
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の

横
浜
開
催
に
貢
献
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

１
―
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
開
催
と
そ
の
効
果

２
―
国
際
エ
イ
ズ
会
議
以
降
の
エ
イ
ズ
対
策

　
　
―
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
契
機
に
―

３
―
国
際
エ
イ
ズ
会
議
か
ら
創
造
的
コ
ン
ペ

　
　
ン
シ
ョ
ン
都
市
へ

③
―
エ
イ
ズ
理
解
の
動
向

　
会
議
開
催
当
時
、
日
本
で
は
、
エ
イ
ズ
は
海
の
向

こ
う
の
話
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
う
。

長
野
県
松
本
や
神
戸
で
の
患
者
発
生
の
話
題
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
後
だ
っ
た
が
、
血
液
製
剤
に
よ

る
感
染
が
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
エ
イ
ズ
パ
ニ
ッ
ク
と
も
言
う
べ
き
報
道
が
多

く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
興
味
本
位
の
関
心
で
し
か

な
か
っ
た
観
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
エ
イ
ズ
の
患

者
・
感
染
者
の
集
ま
る
会
議
を
横
浜
で
開
か
な
く
て

も
」
「
時
期
尚
早
で
は
」
等
の
声
が
か
な
り
聞
こ
え
、

そ
う
い
う
状
況
を
受
け
、
日
本
開
催
は
適
当
で
な
い

と
い
う
海
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
各
区
毎
の
医
療
関
係
者
の
会
合
、
ホ
テ

ル
等
接
客
業
関
係
者
、
商
店
街
・
自
治
会
等
に
、
エ

イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
を
し
、
エ
イ
ズ
は
普
通
の
状
況

で
は
感
染
し
な
い
し
、
不
安
が
る
必
要
は
全
く
な
い

こ
と
を
説
明
し
て
歩
い
た
。
こ
う
し
た
準
備
作
業
を

通
じ
て
エ
イ
ズ
理
解
は
か
な
り
進
ん
だ
と
思
う
。
さ

ら
に
、
現
実
に
国
際
会
議
の
状
況
や
、
参
加
者
の
様

子
を
見
て
、
不
安
感
、
恐
怖
感
は
ほ
ぼ
払
拭
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
展
示
ブ
ー
ス
の

一
般
公
開
が
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
と
は
い
え
、
逆
に
安
心
感
か
ら
、
エ
イ
ズ
に
関

す
る
警
戒
感
が
薄
れ
、
会
議
終
了
後
は
ま
た
元
の
無

関
心
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
予
想
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さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

④
―
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
対
応

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
課
題
に
対
応
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
発
に
活
動
を
展
開
す
る
も
の
も
多
い
。

国
際
エ
イ
ズ
会
議
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
が
め
ざ
ま
し
い
も

の
の
一
つ
で
あ
る
。
会
議
直
前
か
ら
、
会
議
期
間
中

を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
催
の
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
会
議
、
灯
龍
流
し
等
の
イ
ベ

ン
ト
、
メ
モ
リ
ア
ル
キ
ル
ト
展
示
等
が
行
わ
れ
た
。

国
際
会
議
開
会
後
は
会
議
登
録
者
以
外
会
場
に
入
れ

な
い
た
め
、
関
係
者
の
議
論
活
動
だ
け
で
な
く
、
市

民
に
向
け
一
緒
に
問
題
を
考
え
よ
う
と
い
う
呼
び
か

け
の
場
と
し
て
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
ま

た
、
公
開
初
日
だ
け
で
二
千
六
百
人
以
上
が
入
場
す

る
等
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
展
示
ホ
ー
ル
の
一
般
市

民
公
開
も
、
展
示
ブ
ー
ス
を
出
し
て
い
た
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
要
望
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
ど
う
対
応
す
る
か
が
、

主
催
者
と
連
携
す
る
横
浜
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

開
催
会
場
確
保
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
、
関

係
者
・
関
係
機
関
と
の
調
整
と
対
応
内
容
は
多
岐
に

わ
た
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
し
や
す
さ
も
会
議
の

評
価
を
左
右
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
う

し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
対
し
て
大
き
な
妨
害
行
為
は

な
か
っ
た
が
、
も
し
起
こ
れ
ば
、
そ
の
対
応
は
さ
ら

に
困
難
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑤
―
歓
迎
行
事

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
親
身
に
対
応
し
共
感
し
て
い
け
る

の
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
の
行
動
で
あ
る
。

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
当

初
三
十
人
程
度
の
確
保
を
考
え
て
い
た
が
、
市
内
外

か
ら
三
百
七
十
五
人
の
応
募
が
あ
り
、
結
局
、
三
百

十
四
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
願
い
し
た
。

　
一
方
、
国
際
会
議
参
加
者
と
市
民
の
交
流
を
目
標

と
し
た
歓
迎
行
事
は
、
文
化
催
事
（
横
浜
の
民
俗
芸

能
や
ホ
リ
・
ヒ
ロ
シ
人
形
舞
等
）
の
ほ
か
、
横
浜
港

見
学
、
文
化
施
設
招
待
が
あ
り
、
関
連
行
事
と
し
て

西
区
虫
の
音
を
聞
く
会
、
西
区
歓
迎
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
灯
寵
流
し
、

エ
イ
ズ
ギ
ル
ド
展
示
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ル

ド
が
会
議
期
間
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。

⑥
―
世
界
へ
の
発
信

　
会
議
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
国
内
主
要
新
聞
に
よ
る

報
道
は
百
二
十
八
件
。
開
会
式
・
閉
会
式
を
始
め
主

要
な
行
事
は
連
日
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
。
比
較
的

に
動
き
出
す
の
が
鈍
か
っ
た
日
本
の
報
道
陣
も
、
世

界
各
国
か
ら
集
ま
る
報
道
関
係
者
の
体
制
を
見
て
、

エ
イ
ズ
に
関
す
る
認
識
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
会
議
開
催
に
関
す
る
批
判
的
な
内
容
は

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
報
道
ぶ
り
は
、
前
年
に
開
か
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の

第
九
回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
以
上
だ
っ
た
と
思
う
。

　
エ
イ
ズ
は
、
世
界
各
国
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
病
気
の
治
療
法
の
開
発
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

多
く
は
、
売
買
春
、
生
活
苦
、
麻
薬
等
と
絡
ん
だ
社

会
問
題
で
あ
る
。
特
に
途
上
国
で
は
、
人
口
問
題
で

あ
る
と
共
に
、
働
き
手
が
早
く
死
亡
す
る
こ
と
か
ら

国
力
そ
の
も
の
が
衰
え
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
あ

る
。
会
議
の
議
題
自
体
も
そ
れ
に
対
応
し
て
医
療
に

と
ど
ま
ら
ず
様
々
な
事
項
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

当
然
、
国
ご
と
の
事
情
に
対
応
し
て
関
心
が
高
く
、

会
議
の
動
向
が
逐
一
報
道
さ
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、

「
横
浜
」
の
名
前
が
全
世
界
に
飛
び
交
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
場
合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が
非

常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
第
十
回
は

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
事
務
局
そ
の
も
の
に
参
加
、
運
営
面
で
非

常
に
重
要
な
働
き
を
し
、
日
本
方
式
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。
（
九
四
年
八
月
六
日
読
売
新
聞
）
各
国
か
ら

も
多
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
、
横
浜
で
の
対
応
、
そ

こ
で
何
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
た

の
か
、
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国

で
報
道
さ
れ
る
。
そ
の
報
道
は
、
一
般
の
報
道
機
関

だ
け
で
は
な
く
、
機
関
誌
、
専
門
誌
の
広
が
り
を
持
っ

て
い
る
。
「
横
浜
」
の
評
価
は
、
彼
ら
の
期
待
に
ど

の
よ
う
に
答
え
た
の
か
に
よ
り
変
動
す
る
。
つ
ま
り
、

開
催
地
が
問
題
解
決
に
向
け
て
強
い
意
欲
を
持
っ
て

臨
ま
な
い
限
り
、
肩
い
評
価
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
世
界
へ
の
発
信
が
こ
れ
ほ
ど
た

や
す
い
会
議
は
他
に
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

⑦
―
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　
世
界
へ
発
信
す
る
前
提
と
な
る
の
が
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
第
十
回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
場
合
、

専
門
紙
誌
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ペ
ー
パ
ー
も
含
む
が
、

国
内
一
千
五
百
八
十
一
人
、
海
外
六
百
三
十
七
名
、

合
計
二
千
二
百
十
八
名
が
プ
レ
ス
登
録
を
し
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
の
設
備
・
機
器
の
主
な
も
の

は
、
臨
時
電
話
六
十
八
台
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
二
十
五
台
、
Ｋ

Ｄ
Ｄ
公
衆
電
話
五
十
台
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
公
衆
電
話
三
十
台
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
パ
ソ
コ
ン
十
台
、
コ
ピ
ー
機
八
台
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
放
送
関
係
設
備
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
内
に
放
送
用
編
集
ブ
ー
ス
三
室
、
ラ
ジ
オ
ス

タ
ジ
オ
一
室
、
ホ
テ
ル
内
に
放
送
用
編
集
室
三
室
、

ラ
ジ
オ
用
編
集
室
二
室
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
国

一
　
特
集
・
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
ぺ
の
道
⑥
事
例
か
ら
み
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
効
果
と
今
後
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立
大
ホ
ー
ル
、
会
議
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
及
び

記
者
会
見
場
か
ら
の
映
像
を
中
継
、
音
声
配
分
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
設
備
、
施
設
対
応
を
も
と
に
全
世
界
に

向
け
て
、
連
日
ヽ
連
夜
の
報
道
が
行
わ
れ
た
っ

国
際
エ
イ
ズ
会
議
以
降
の
エ
イ
ズ
対
策

―
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
契
機
に
―

①
―
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
欧
米
に
お
い
て
は
エ
イ
ズ
対
策
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
日
本
で
も
早
い
時
期

か
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
血
友
病
患
者
や
同
性
愛
者
等

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
自
助
活
動
を
超
え
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
発
展
し
て
き
て
お
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
で
も
、
三
百
人
を
超
え
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
会
議
の
運
営
へ
の
協
力
や
ホ
ス

ト
役
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
会
議
を
成
功
に
導
く

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
市
民

ぐ
る
み
の
活
動
成
果
を
今
後
に
継
続
・
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
市
民
に
対
す
る
各
種
の
情
報
提
供
と
自

主
的
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
啓

発
や
患
者
・
感
染
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

く
た
め
、
そ
の
拠
点
と
し
て
「
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
ア
）
活
動
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
や
患
者
・

感
染
者
の
支
援
を
行
う
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
活
動
の
場

や
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
、
横
浜
市
が
民
間
ビ
ル

の
一
室
を
借
り
上
げ
、
平
成
七
年
七
月
七
日
に
中
区

伊
勢
佐
木
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
運
営
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
の
ほ
か
、
横
浜
商
工

会
議
所
や
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
学
識
経
験
者
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
等
で
組
織
さ
れ
た
運
営
委
員
会
が
あ

た
り
、
専
任
の
事
務
局
員
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
施
設
の
面
積
は
約
百
二
十
二
㎡
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
た

め
の
事
務
・
作
業
ス
ペ
ー
ス
や
電
話
相
談
室
、
貸
出

し
も
で
き
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
等
を
備
え
て
い
る
。

（
イ
）
事
業
の
概
要

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
は
自
由
で
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
良
い

と
い
う
利
点
を
持
つ
反
面
、
資
金
基
盤
が
不
安
定
で
、

活
動
拠
点
の
確
保
も
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
登
録
を
す
れ
ば
、
無
料
で
事

務
ス
ペ
ー
ス
や
電
話
相
談
ス
ペ
ー
ス
等
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
拠
点
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
複
写

機
や
印
刷
機
等
が
低
廉
な
価
格
で
利
用
で
き
、
平
成

十
年
十
一
月
現
在
、
五
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
登
録
団
体
と

し
て
、
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

●
市
民
情
報
提
供
事
業

　
横
浜
市
の
委
託
事
業
と
し
て
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る

各
種
情
報
を
一
元
的
に
収
集
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
提
供

す
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
媒
体
を
通
じ
て
市
民
に
提
供
し
て
い
る
。

・
時
々
の
エ
イ
ズ
に
関
す
る
話
題
を
取
墜
上
げ
た
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
「
お
ー
ぷ
ん
」
を
毎
月
一
回
、
四
千
部
発

行
し
、
市
内
公
立
小
・
中
・
高
等
学
校
の
全
校
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
等
約
千
八
百
か
所
へ
送
付
し
て
い
る
。

・
平
成
九
年
八
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
。
「
お
ー
ぷ
ん
」
の
内
容
の
ほ
か
、
検
査

情
報
・
医
療
機
関
情
報
等
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

常
に
最
新
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
月
平
均
で
三

●
自
主
事
業

　
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
支
援
金
（
後
述
）
や
横

浜
商
工
会
議
所
の
エ
イ
ズ
ス
ト
ッ
プ
支
援
金
等
を
も

と
に
、
独
自
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
啓
発
物
品
の
作
成

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
予
防
に
有
効
な
コ
ン
ド
ー
ム
使
用

の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ケ
ー
ス
を

開
発
し
た
。
「
オ
ー
ケ
ー
ス
」
と
命
名
し
て
イ
ベ
ン

ト
等
で
配
布
し
て
い
る
。

・
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
の
開
催
（
後
述
）

（
ウ
）
こ
れ
か
ら
の
活
動
セ
ン
タ
ー

　
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
立
当
初
は
、
場
の
提
供
に
よ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
も
、
セ

ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
電
話
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
あ
る
。

し
か
し
、
薬
害
等
の
訴
訟
が
決
着
し
た
こ
と
に
よ
り

訴
訟
支
援
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
の
目
標
を
失
っ
た
り
、

エ
イ
ズ
に
対
す
る
社
会
全
体
の
関
心
が
低
下
す
る
中

で
、
エ
イ
ズ
関
係
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
一
時
の
勢
い
を
な
く

し
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
一
方
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
教
育
課
程
が
整
理
さ
れ

て
、
各
学
校
で
一
定
の
取
組
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
学
校
関
係
を
中
心
に
情
報
提

供
の
需
要
が
増
え
て
き
て
い
る
。
パ
ネ
ル
貸
出
し
等
、
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る
。

百
件
程
度
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
。

・
情
報
提
供
の
一
環
と
し
て
書
籍
や
ビ
デ
オ
の
ほ
か
、

学
校
の
文
化
祭
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
展
示
用
に
、

啓
発
用
パ
ネ
ル
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

・
学
校
の
先
生
等
エ
イ
ズ
啓
発
の
核
と
な
る
人
達
を

対
象
に
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
エ
イ
ズ
を
と
ら
え
た

講
演
等
を
開
催
し
、
最
新
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

２



セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
各
所
で
実
施
さ
れ

た
エ
イ
ズ
啓
発
活
動
は
、
平
成
八
年
度
の
十
四
件
か

ら
九
年
度
は
三
十
六
件
と
大
き
く
増
加
し
、
十
年
度

も
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。

　
学
校
や
地
域
や
職
域
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
啓
発

の
核
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
人
達
へ
の
情
報
提

供
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
イ
ズ
啓
発
の
輪

を
広
げ
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、
非
常
に
効
率
的
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
活
動
セ
ン
タ
ー
に
は
、

そ
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
に
対
す
る
期
待
が

更
に
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、

全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
施
設
と
し
て
、

関
係
者
は
無
論
の
こ
と
、
国
及
び
他
都
市
か
ら
も
注

目
さ
れ
、
海
外
か
ら
も
見
学
者
を
迎
え
て
い
る
。

　
状
況
の
変
化
に
伴
っ
て
活
動
の
重
点
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
開
設
で
き
た
こ
と

は
、
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
も
た
ら
し
た
大
き
な
成
果

の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

②
―
国
際
会
議
継
承
事
業
と
横
浜
Ａ
I
Ｄ
Ｓ
市
民
活

　
　
動
支
援
金

（
ア
）
国
際
エ
イ
ズ
会
議
継
承
蔓
茉
（
横
浜
Ａ
I
Ｄ
Ｓ
ウ
ィ
ー

　
ク
）

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
意
義
を
継
承
し
、
感
染
拡
大

の
防
止
と
患
者
・
感
染
者
へ
の
理
解
促
進
を
図
り
、

主
体
的
に
エ
イ
ズ
に
取
り
組
む
活
動
の
輪
を
広
げ
る

た
め
に
、
毎
年
、
会
議
が
行
わ
れ
た
八
月
に
、
国
際

エ
イ
ズ
会
議
継
承
事
業
と
し
て
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ウ
ィ
ー

ク
を
開
催
し
て
い
る
。

　
平
成
七
・
八
年
度
は
、
横
浜
市
が
事
業
を
実
施
し

た
が
、
九
年
度
以
降
は
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
自
主
事
業
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
会
議
一
周
年
の
平
成
七
年
に
は
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
そ
の
収
益
金
の
一
部
千
五
百

万
円
が
、
横
浜
市
の
エ
イ
ズ
対
策
の
た
め
に
寄
付
さ

れ
た
。

（
イ
）
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
支
援
金

　
（
ア
）
で
述
べ
た
寄
付
金
千
五
百
万
円
を
原
資
と
し
て
、

エ
イ
ズ
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
資
金
的
な

援
助
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
八
年
十
二
月
に

「
横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
支
援
金
」
を
設
置
し
た
。

横
浜
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
、

管
理
・
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
を
、
活

動
セ
ン
タ
ー
が
引
き
継
い
だ
国
際
エ
イ
ズ
会
議
継
承

事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

③
―
そ
の
他
の
エ
イ
ズ
対
策
事
業

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内

医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
、
会
議
参
加
者
の
医
療
面

に
お
け
る
受
入
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。

　
会
議
以
降
、
横
浜
市
で
は
、
エ
イ
ズ
診
療
体
制
の

整
備
や
診
療
技
術
普
及
の
た
め
の
症
例
研
究
会
（
ほ

ぼ
隔
月
で
年
五
回
開
催
、
平
成
十
年
に
は
症
例
集
も

発
行
）
や
エ
イ
ズ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
等
の
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
も
会
議
で
の
取
組
の

経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

国
際
エ
イ
ズ
会
議
か
ら
創
造
的
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
都
市
へ

　
前
述
の
と
お
り
、
第
十
回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
は
、

エ
イ
ズ
と
い
う
人
類
全
体
の
課
題
に
横
浜
が
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
、

市
民
の
エ
イ
ズ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
感
染
予
防
や

患
者
・
感
染
者
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の

後
の
取
り
組
み
が
市
民
レ
ベ
ル
で
継
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
等
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
総
括
的
に
は
成
功
し

た
。
や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
自
体
の
成

功
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
契
機

と
し
た
重
層
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
最
終
目
標

で
あ
る
。
こ
の
会
議
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
横
断
的
に
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
招
致
に
向
け
、
一
つ
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
の
経
験
を
元
に
、
新
た
な
手
法

を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
も
、
担
当
部
署
の
事
業
と

し
て
完
結
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
国
際
エ
イ
ズ
会
議
に
お
い
て
も
、
予
め
効
果
測
定

の
調
査
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、

前
例
の
な
い
中
で
の
様
々
な
工
夫
、
例
え
ば
、
手
作

り
の
歓
迎
行
事
等
は
と
こ
ま
で
や
る
べ
き
か
等
、
終

了
後
に
残
っ
た
課
題
や
実
施
の
中
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
存
在
す
る
。
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の

実
現
に
向
け
、
横
浜
に
と
っ
て
最
大
か
つ
有
意
義
で

あ
っ
た
国
際
エ
イ
ズ
会
議
の
経
験
を
新
た
な
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
推
進
に
活
か
す
た
め
の
動
き
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
市
川
孝
史
＝
企
画
局
少
子
・
高
齢
化
社
会
対
策
課

長
（
元
国
際
エ
イ
ズ
会
議
担
当
課
長
）
／
魚
本
一
司

＝
衛
生
局
感
染
症
・
難
病
対
策
課
エ
イ
ズ
・
難
病
係

長
〉

一
　
特
集
・
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
道
⑥
事
例
か
ら
み
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
効
果
と
今
後
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